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業務委員会を開催 

 
４月 23 日、業務委員会を開催し、「2026 年度要員計画」について会社から 

説明を受け、議論を展開した。 

 年度初の基準人員としては、昨年度と比較して増減はなく、2026 年度初は

16,550人の体制であることを確認した。 

 また、2026年度に予定しているシステム化・省力化施策について、安全の確

保を大前提に施策を進めることを求めた。これらの議論をはじめ、要員に関す

る現場の実態にも目を向け、育児休職等の取得に伴う要員上の課題についても

議論をおこなった。引き続き、各地方本部にて真摯な議論を労使で行うことを

確認した。 

 なお、新幹線乗務員の一律での休日勤務指定については、万博輸送は無くな

るものの、増加傾向にあるお客さまのご利用状況及び、臨時列車の設定規模、

自己都合退職者数等の足元の需給状況等を踏まえると、今年度についても「１

泊程度」発生する想定が示された。これに対して、最大限の要員確保や乗務員

養成の実施に取り組むとともに、不断に業務見直し等を進め、早期に解消する

よう会社に強く求めた。 

また、2026 年度中入社予定のキャリア採用については 40 名の計画であり、

そのうち半数以上を、プロフェッショナル職における前職・経験を問わないキ

ャリア採用により採用する予定であることを確認した。 

引き続き、組合員が安心して働くことができるよう、引き続き、必要な改善

に向けて会社に働きかけていく。 
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◆ 2026年度初要員数 
   基準人員  １６，５５０人 （前年比 ±０人） 
   社 員 数  ２１，２００人 （前年比 ±０人） 



※議論内容の詳細については、後日発行の「ぎょうむそくほう」をご確認ください。 
2 

 

【会社説明文書】 
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別紙 

 

 

 

 

以 上 


